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ICT主任によるカリキュラムマネジメント
～授業改善と条件・環境整備に着目して～

１．研究の背景と目的
2021年に、中央教育審議会より「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答

申）」が示された。「令和の日本型学校教育」の構築に向けた ICTの活用の基本的な考え方として、GIGA スクール構想を実現し、これまでの日本の教育とICTを組み合わせ
ていくことで、教育の質を向上に繋げることが必要であると述べられている。これまでも、学校教育においてICTの活用は行われてきていた。しかし、令和の日本型学校教育
においてICTを活用することによって目指されているのは答申の副題にもあるように、「個別最適な学び」と「協働的な学びの実現」である。そこで本研究では、ICT主任と
いう立場から、授業における効果的なICT活用を実現するためのカリキュラムマネジメントの推進を目的とした。

２．研究の内容と方法

実践を進めるにあたって、カリキュラムマネジメント・モデル（田村 2022）を用い
て本校のICT教育の現状について分析を行った。

図１ カリキュラムマネジメント・モデル（田村 2022）による本校のICT教育の分析

課題成果
・ルールの整備や情報モラル教育に関するカリ
キュラムが不十分であること。

・各教員の取り組みが共有されたり、１つのカ
リキュラムとして根付いたりしていないこと。

・各教員の専門性を活かして教科の学習と関連
付けながら、ICTの活用を進めていること。

・デバイスの整備等に関して、順調に進めるこ
とができていること。

以上の分析を踏まえ、
①ICT機器を活用するための条件・環境整備
②ICT活用による個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を意識した授業改善
の２点に取り組むこととした。

３．実践Ⅰ（ICT機器を活用するための条件・環境整備）

ICT機器を活用するための条件・環境整備として、まずは情報モラル教育カリ
キュラム（図２）を作成した。作成にあたって、大阪市教育センターへのヒアリン
グや満下（2020）の知見を参考とし、各学年の実態に合わせたカリキュラムを作成
した。また、手塚（2021）が指摘する情報モラル教育指導に対する負担感や教師間
の格差という課題に対する取り組みとして、情報モラル教育授業案（図３）を作成
した。年間計画に授業案のリンクを設定し、その授業案には授業の際に使用するコ
ンテンツへのリンクを設定することで、教師間の指導や格差や負担感を減らすこと
ができるようにした。本カリキュラムの実施を通して、校内で系統的に情報モラル
教育に取り組むことができるようにした。また、児童向けには、「ICT機器の使い
方について」（図４）を作成し、統一した指導を行うことができるようにした。

図２情報モラルカリキュラム 図３情報モラル教育授業案 図４『ICT機器の使い方」

４．実践Ⅱ（個別最適な学びと協働的な学びの視点からの授業改善）

中央教育審議会が示す「個別
最適な学び」と「協働的な学
び」は非常に抽象的なものであ
り、教員それぞれによって捉え
方が異なってくると考えた。そ
こで、本校のICT教育部で、個
別最適な学びと協働的な学びを
実現している姿についてイメー
ジの共有を図り 、ICT教育部と
してめざす姿と授業について協
議を行った。（図５） 図５ ICT教育部で協議した内容
以上の協議をもとに本校ICT教育部では、それぞれの学びの姿を以下のように定義

した。

・個別最適な学び
自分の学びを振り返りながら、目標（めあて）に向かって、自分に合った学び方
やペースを選択して学びを進めていく姿

・協働的な学び
個別最適な学びをより進めていくための足場として、他者と比べたり、共有した
り、練り上げたりして自分の学びをよりよくしていく姿

授業実践を進めるにあたっては、高橋
（2022）の提案するクラウドを活用し
た複線型授業を参考に実践を行った。個
別最適な学びと協働的な学びの両面を充
実させるためのポイントは、コラボレー
ションホワイトボードアプリFigJamを
活用した資料読解（図７）である。ボー
ドは４人編成の班で１つ共有していた。
そして、そのボードに資料を添付するよ
うにした。児童は、それぞれが関心を
もった資料や、自分が考えを広げやすい
資料を選択して調べていった。中には、
資料を調べる過程でもった疑問をもとに
して、さらに調べたいことをインター
ネットで調べる児童もいた。
また、FigJamでは班で１つのボード

を共有しているため、友達が資料からど
んなことを考えているかを視覚的に捉え
ることができた。さらに、FigJamでは
付箋同士を矢印で繋げることができるた
め、友達が書いた考えや疑問に、自分の
考えを繋げていく児童も見られた。

図６ 複線型授業のイメージ（高橋2022）

図７ FigJamを活用した資料読解

５．結果（ICT教育部員へのインタビュー）

本研究の成果と課題を明らかにするた
めに、集団インタビューを行った。

インタビューの文字起こしを行い、そ
の中でキーワードとなる語句や共通して
登場している語句についてマーキングを
することを通して、成果と課題について
分析を行った。結果は右表の通りである。

対象:ICT教育部の教員 計５名
質問項目:
【１】ICT活用による個別最適な学びと協働的な
学びの実現に向けての成果について
【２】ICT活用による個別最適な学びと協働的な
学びの実現に向けての成果について
の２点について半構造化インタビュー

成果
・情報モラルの定着。トラブル予防の意識向上

・個別最適な学びと協働的な学びを意識した
実践の推進

・学級単位ではなく学年単位での実践の推進

課題と改善策
・系統的なカリキュラムの不足による指導の

ばらつき

・本当に学びが深まっているのかという疑問
(ICT活用による深まりを見とることができ
ない)

ICT 活用に関する
カリキュラムのさらなる充実が必要

６．考察

カリキュラムマネジメント・モデル(田村2022)で示されて
いる環境整備とは、ICT活用の場合「端末の管理やイン
ターネット回線」といったハード面に目が行きがちであ
るが、「学校としての共通ルール作成」「情報モラル教
育の系統化」「保護者への啓発」といったソフト面の整
備が欠かせない。また、教員が指導に負担感を感じるこ
となく、学校として統一した方向性をもって指導するこ
とのできる体制を整えることが重要である。

ICT活用における条件・環境整備の継続的な発展のポイント 個別最適な学びと協働的な学び一体的な充実のポイント ICT主任としてのカリキュラムマネジメント推進のポイント

「白紙共有」「他者参照」「途中参照」の視点を取り
入れた複線型授業に繋がる授業を進めることで、学習者
同士が考えを“視覚的に共有し合う”環境が生まれ、問題
解決において思考の広がりが促される。児童の主体性を
尊重しつつも、学びの方向性を導くための教師の支援が
欠かせない。一方で、授業の形態に捉われるのではなく、
目的を明確にして指導者や学習者が学習の方向性を選択
することが重要である。

カリキュラムマネジメント・モデル（田村2022）に記され
ている様々な要素の関連を考えながら「子どもの学びを
マネジメント」することがカリキュラムマネジメントで
ある。ICT教育推進にはあたっては、「組織構造」「学校
文化」「家庭・地域社会等」などの要素を鑑みて、カリ
キュラムのマネジメントサイクルを考える必要がある。
また、ICT主任としてのリーダーシップも重要である。
（報告者の場合は、サーバントリーダーシップの側面が強かったと言える。）


